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【主な研究成果】
7000系アルミニウム（Al）合金の押出加工高速化に向けて、新しい工具材種の検討として、コバルトクロムモリブデン材（CoCrMo）を適用し、従来工具種である合金工具鋼SKD61との押出特性比較調査を行った。加えて、工具表面冷却効果の検証として、液体窒素を用いた冷却処理による押出特性調査を行った。
CoCrMo工具とSKD61工具との押出特性の比較調査では、押出荷重は同程度となったが、SKD61工具と比較してCoCrMo工具では、押出材のテアリング欠陥の大きさが粗大化した。これは、CoCrMoの熱伝導率がSKD61と比べて低いため、加工部での加工発熱の抜熱が進まず、製品への加工発熱の影響が増大したためと考えられる。一方で、工具への凝着性の比較では、CoCrMo工具への亜鉛（Zn）、マグネシウム（Mg）、銅（Cu）などの7000系Al合金に含まれる合金元素の凝着が、SKD61工具と比べて著しく少ない結果となった。SKD61は熱間で酸化し、酸化した工具界面でMgなどの合金元素との酸化物を形成することが過去の研究で示されており、CoCrMoは熱間で酸化をしないため、熱間押出加工で高い耐凝着性を示したと考えられる。
工具表面冷却効果の検証では液体窒素用の流路を持つ押出工具を作製し、熱間押出実験を行った。液体窒素による冷却から、加工発熱よる押出温度の増加を抑制できた。一方で流路の問題で、冷却が不均一になると、冷却の強い箇所と弱い箇所で材料流動性が変化すること、均一に冷却することが重要であることが示唆された。

【今後の展望】
CoCrMoは工具への高い耐凝着性を示唆したため、7000系Al合金の工具寿命の問題点である工具の亜鉛脆化に対しては有効であると考えられる。一方で加工発熱の影響が増大することから、積極的な工具冷却が必要であるため、CoCrMo工具と冷却を合わせた押出加工の実現がテアリングや工具寿命の向上に寄与すると考えられるため、これらを合わせて研究を進めていく。加えて、Zn、Mg、Cuなど7000系Al合金に含まれる合金元素が押出特性に及ぼす影響を調査するために、それぞれの合金成分を変化させ、押出実験と押出や鍛造加工を模擬した摩擦試験を行う。

【具体的な成果】
　●論文　
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　●学会発表
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